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去る２月２２日（金）に、１年間の実践を振り返る機会として、県内各中学校及び、
小学校、高等学校の教員１３０名の参加のもと、「平成２４年度中学校英語教育研修会」
を開催しました。
研修会では、国立教育政策研究所の平木裕教育課程調査官に、「英語教育における中学

校の役割と授業実践の在り方」と題して、新学習指導要領の趣旨の確認、小中接続のポ
イント、中高連携の在り方、指導と評価の工夫等についてお話しいただくとともに、小
中連携、中高連携、授業実践について各１校ずつ事例発表をしていただきました。

小中連携ここがポイント！

■ 外国語活動の有用感と、中学校英語への期待感をもたせることが大切

小・中の共通点に着目
「小学校でやったことが、中学校でも
役立つんだ！」

小・中の相違点に着目
「小学校ではできなかったことが、中学
校ではできるようになるんだ！」

※「読む」「書く」は「負担」で

はなく、新しい「引き出し」

として捉えさせる指導の工夫を！

実践事例発表では、それぞれ、大変参考になる実践が発表されました。ここでは、
そのアウトラインを紹介します。
■小中連携の実践：萩市立見島中学校 梅津麻由美 教諭

小学校と中学校の内容を結び付けた言語活動を設定し、綿密な単元計画に基づいて、

小学校５・６年生と中学校１年生の交流授業を実施。中学生が活動の進行役を務める

こと等で、積極的なコミュニケーション活動につながった事例の紹介。

■中高連携：周防大島町立大島中学校 大川健志 教諭

高等学校と町内４中学校による連携型一貫教育を実施。中高の TT を通して得た情
報を、授業改善やカリキュラムの連携にどうつなげるかを模索。高等学校入学時に生

徒に身に付けさせる力を明確化し、それに基づく取組を実践。
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「聞く」「話す」だけでは限定されていたコミュニケ

ーションの世界が「読む」「書く」ことで広がる。

外国語活動の有用感 中学校英語への期待感

実 践 発 表 か ら・・・



■新学習指導要領の趣旨に沿った授業実践：
下関市立川中中学校 福岡栄治 教諭

視覚・聴覚に訴えるICTの活用により生徒

の学習への興味・関心、意欲を高める指導

の在り方。提示する写真や絵を精選したり、

言語使用場面の設定を工夫したりすること

により、十分な口頭練習やスムーズな言語

活動につなげる例の紹介。

※ 詳細は、研修会で発表された資料を義務教育課HPにアップします。

■ 参加者の皆さんに答えていただいたアンケートから、主な意見を紹介します。

小中連携推進上の課題

中高連携推進上の課題

小学校外国語活動を経験した
中学生はどう変わった？

○ 大半を占めていた肯定的意見

▲ 解決すべき課題に関する意見
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参加者アンケートから・・・

□小中の日程の調整

□打合せ時間の確保

□小小連携により足並

をそろえる難しさ

この他、連携が単発的に

なってしまう等の意見も

ありました。小学校と中

学校、小学校同士の管理

職による計画的な小中連

携の枠組みづくりが大切

です。

□学校間の地理的距離

□打合せ時間の確保

□連携の必要性に対する教員の意識

□複数の高校への進学により連携相

手校を決める難しさ

連携の必要性に対する教員の意識啓発が必要で

あるようです。相互の授業の様子が理解できる

よう、まずは、中高とも複数校が授業公開や研

究授業の日程を共有したり案内を出したりする

などの工夫から始めることが大切です。

□リスニング力が向上した。 □英語を話すことに抵抗感がなくなった。
□英語での指示や質問に対する反応がよくなった。 □語彙が豊富になった。
□コミュニケーションへの関心・意欲が高まった。 □ALTと憶せず話すようになった。
□英語の活動に慣れており、スムーズに活動が行えるようになった。

小学校外国語活動がめざす、「コミュニケーショ

ン能力の素地」を育てる実践が一定の成果を上げ

ていると捉えられているようです。

□ 英語に対する苦手意識をもって入
学する生徒がいる。

□ 書くことに対する苦手意識をもつ
生徒が増えた。
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グループ協議「時数増に

伴う指導の工夫について」


